
備考

略名 投与量 単位 投与法 投与日

360 mg/body点滴（30分） d1、22

1 mg/kg 点滴（30分） d1

day1

1） 50ml 1 本

ルート確保

2） 360 mg/body

100ml 1 本

主管① 点滴 30分 インラインフィルター必須

3） 50ml 1 本

主管② 点滴 30分

4） 1 mg/kg

30ml 1 本

主管③ 点滴 30分 インラインフィルター必須

5） 50ml 1 本

フラッシュ用

〈所要時間 　約2時間〉

day22

1） 50ml 1 本

ルート確保

2） 360 mg/body

100ml 1 本

主管① 点滴 30分 インラインフィルター必須

3） 50ml 1 本

フラッシュ用

〈所要時間 　約1時間〉

*CheckMate227試験の対象：

化学療法未治療のⅣ期又は再発の非小細胞肺癌患者（EGFR遺伝子変異陰性、ALK遺伝子変異陰性）

*インラインフィルター（0.2又は0.22μｍ）を使用する。

*希釈後の最終濃度0.35mg/mｌ未満(オプジーボ）では、点滴中の安定性が確認されていない。
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レジメンcode： C35-46

適応がん種： 非小細胞肺癌

ヤーボイ

レジメン名： Nivolumab＋Ｉpilimumab

間隔： 6週間

抗がん剤（採用薬品名）



*ヤーボイは1～4ｍｇ/ｍｌの濃度に希釈して投与する。

*他剤との混合注射はしない。

*特に注意する副作用（間質性肺炎、1型糖尿病、肝機能障害、肝炎、大腸炎、甲状腺機能障害、infusion reaction)。

*適正使用ガイドの有害事象（肺、肝、内分泌障害、皮膚、胃腸、腎、神経関連）対処方法を参照する。

*国際共同第Ⅲ相試験（CheckMate227試験）における検査スケジュールを参照する。

＜国際共同第Ⅲ相試験　CheckMate227試験＞

*上記項目以外にも、ACTH、血中コルチゾールの検査も定期的に行うこと。


